
フィリピンスタッフの来日

この春、フィリピンから
3人のDMIスタッフ
が来日します：
アーネル、アン
トネット、サ
ラ・ジェーンで
す。彼らは皆、
リガオにあるビ
コル・デフ・ア
クション学校（旧
フィッシャーメン・
オブ・クライスト学習
センター）のスタッフ
です。アーネルは学
校にあるチャペルの牧師で、養豚
場も管理しています。アントネッ
トとサラ・ジェーンは学校の先生
です。旅路が守られるように、良
いつながりを築く機会に恵まれる
ように、深い交わりが持てるよう
に、そして訪問を通して支援者の
皆様とつながりを強められるよう
にお祈りください。

3人の教会訪問等の詳細はこち
らの投稿をご覧くださ
い。ぜひ皆様もご参加
ください！！
https://japan.deafmin.org/
filipinos-to-japan

コンゴ民主共和国

「私は死んでいただろう」 
DAC伝道者カテンボの証し

「オイチャで住民の殺戮が
増加していることに、私は非常
に衝撃を受けています。私がオ
イチャに戻って数日後、近所の
人々の家が反乱軍に襲撃された
のです。恐ろしい夜でした。
多くの人々が、次から次へと

殺 さ れ ま
した。

神 の 恵 み
によって、私と
家族は助かりま

した。家を訪ねてきてくれた
DAC（デフ・アクション・コン
ゴ）のパピー、スタニスラス、
アランに心から感謝します。彼
らは、私の家族がどれほどひど
い状況に置かれていたかを目の
当たりにしました。死の危険に
さらされていたのです。私を助
けるために、彼らは私と私の
家族を治安の悪い
地区から、安全で
平和な町の中心部
に移動させる決断
を下し、迅速に行
動に移してくれま
した。

もしDACのリー
ダーたちが来て私
たちを移動させて
くれなかったら、
き っ と 私 と 家 族
は、突然現れて隣
人の多くを殺した
ADF反乱軍の手に
かかって死んでいたでしょう。
私たちはまだ生きていたかどう
かわかりません。

神様、感謝します。私と家
族を慰めてくれたDACに感謝し
ます。あの辛い夜の皆さんの心
強い存在と素晴らしい働きは忘
れられません。戦争はまだ続い
ているので、どうか私のために
祈り続けてください。どうか、
たゆまず祈っていてください。
ありがとうございます、ありが
とうございます。アーメン。」

最新ニュース

コンゴ民主共和国西部のゴマ
市全体が反政府勢力M23に占領
されました。最新の報告による

と、DMIの教会メン
バーは無事ですが、
ゴマにあるDMIの教
会は爆撃を受け、す
べての学校（ミノバ
にある学校を含む）
は追って通知がある
まで閉鎖されている
とのことです。数千
人が死亡し、さらに
多くの負傷者が出て
います。飢えと渇き
が蔓延しています。
この大きな人道的危機
を救済するために、こ

れまでで10,891豪ドル（約100万
円）が集まりました。ご寄付をい
ただいた皆様に感謝いたします！

DMIのボランティアチームになりませんか？DMI日本には、ボランティアとして参加していただける機会がたくさんあります。詳しくお知りになりたい方は、info@japan.deafmin.orgまでご連絡ください。
	y 広報・SNS
	y 翻訳チーム

	y 祈りチーム
	y 地域代表

カテンボと彼の3つ子の子ども
Katembo and his triplets

アーネル Arnel
アントネット Antonette

サラ・ジェーン Sarah Jane
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南スーダン派遣団

DMIは、しばら
く南スーダンへの進
出を検討してきま
したが、とうとう
実現に近づいていま
す。12月1日、グン
ナーとDAUディレク
ターのトニーは、南
スーダン南部のジュ
バへ行きました。ジ
ュバ訪問は、ウィクリフ・アソシ
エイツ、DOOR（ろう者に福音伝
道をしている団体）、そしてDMI
の聖書学校の卒業生を通して知り
合った人々と協力し「ろう者に福
音を伝え、教会を建てるためにど
のような方法が効率的・効果的
か」を調査するためでした。

トニーとグンナーはこの機会
をうまく利用し、南スーダンで
ろ う 者 の リ ー
ダーたちの会議
を開き「既存の
聴者の教会との
連携」「教会の
ろう者リーダー
の任命」「ろう
者の若者の中か
らリーダーを育
てる」という目
標 を 掲 げ ま し
た。この取り組みはすぐに実を結
び、DMIは翌週ウガンダで開催さ
れる、ろう者のキャンプに若者	 2
名が参加できるよう支援しまし
た。この経験は関係者全員にとっ
て有益なものとなりました。

ろう者のリーダーチームは、
ろう者のための新しい教会を設立
するために、委員会（役員会の前
身）を結成しました。今後、この
委員会がDMIとDAUと協力して計
画を立てていきます。発展を覚
えて共に祈ってくだされば幸い
です。

ウガンダ

ウガンダで開催された2つのア
ウトリーチでは、数十人がキリス
トに出会いました。12月初旬にウ
ガンダ南部のコボコで開催された
ろう者ユースキャンプでは、8人の
ろう者の若者が信仰に導かれまし
た。また、ウガンダ東部のカンゴ
レという町で行われたアウトリー
チでは、30人の新しい信者がキリ
ストに人生を捧げると告白しまし

た。私たちは
彼らの決断を
心から神に感
謝し喜んでい
ます。

ウ ガ ン ダ
での生活は依
然として厳し
く、ろう者に
とってはなお

さらです。貧困は
物事を不自由に
し、機会を乏しく
します。私たち
は、ろう者に教育
と雇用の機会をも
たらすために教会
を通して活動して
おり、現在ウガン
ダ全体で数十のビ
ジネスローンを運
営しています。
それでもまだ多く
のニーズが残って
います。おそらく

最も差し迫ったニーズは、移動用
のバイクでしょう。バイクがあれ
ば、ろう者が学校や職場、宣教す
る地域まで行くことができます。
これらのニーズへの支援をご希
望される方は、アンドリューまで
ご連絡ください（andrew.miller@
deafmin.org）。

ミャンマー

DMIの学校があるミャンマー
北部では、暴力的な戦争が続いて
います。カレイとその周辺の状況
は非常に不安定です。ろう者を含
む多くの少年たちが検挙され、予
備軍に強制連行されています。そ
れを避ける唯一の方法は、100ラ
ーク（約32万円）を支払うこと
です。しかし最近では「義務」か
ら逃れるために隠れる者は5年の
懲役刑に処され、家族の長も1年

の懲役刑に処される
という指令が出され
ています。この指令
は、18歳から35歳の
すべての女性にも及
びます。現地スタッ
フのパ・リアンは、
ミャンマー北部はま

トニー(右から4番目、白いシャツ)と
南スーダンの新委員会のメンバー

Tonny (4th from right, white T-shirt) with 
new South Sudan committee

寄付された食糧 
（ヤンゴン）

Food gifts in Yangon

南スーダンのジュバのクリスチャンセンターで説教するグンナー
Gunnar preaching at Juba Christian Center in South Sudan

ウガンダのブギリにて一泊で行った祈り会
(エレミヤ29:11「私自身、あなたがたのために

立てている計画をよく知っている」をテーマに)
Overnight prayer meeting in Bugiri, Uganda 

(theme “I know the plans I have for you”, Jer. 29:11)
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The church in Yangon is more stable. 
Members were able to celebrate Christ-
mas with gifts and special foods, thanks 
to supporting churches in Japan and 
Korea. Pa-Lian remains upbeat despite 
the challenges, saying in his character-
istically stoic way, “By the grace of God 
all things are going well with us.”

Kenya
Our team in Kenya has planted a 

new church in a village called Bungoma 
in the far west of Kenya, about 400 
km from Nairobi and about 170 km 
north of our school in Ringa. It is being 
led by Deaf evangelist Paul Wafula. It 
is the team’s hope and prayer that the 
new church will grow and increase in 
membership so that more Deaf people 
will have access to the Gospel. The team 
is planning to start several new churches 
this year in regions across the country.

Churches in all fields have had 
steady numbers in attendance while 
our head church in Nairobi has seen 
hundreds attend in person and online 
services. The use of the SUN program 
is also expanding, enabling the less 
literate to have access to the Bible and 
understand its message.

Josephat & Claire
Josephat Mulongo has been the 

esteemed Director of Deaf Action 
Kenya for many years. Marie Claire 
Uwineza has been one of our most 
effective pastors in Rwanda. They met at 
the International Conference in 2023, 

fell in love, and the rest is 
ministry. They married in 
December. Claire has moved 
to Kenya and together she 
and Josephat have planted a 
new church where they now 
serve the Deaf. Gunnar and 
several African Directors 
attended the ceremony. We 
wish Josephat and Claire 
every happiness and blessing 
in their new life. And single 
friends, take note: the next 
conference is in beautiful 
Cebu, Philippines in May 
next year!

だ非常に不安定な場所だと嘆いて
います。

ヤンゴンの教会は比較的安定し
ており、日本と韓国の教会の支援
のおかげで、メンバーはプレゼン
トや特別な料理でクリスマスを祝
うことができました。困難にも関
わらず、パ・リアンは彼独特のス
トイックな言い方で「神の恵みに
よって、全てがうまくいっていま
すよ	」と明るく語っています。

ケニア

ケニアにあるDMIのチームは、
ナイロビから約400キロ、リンガ
にあるDMIの学校から北に約170
キロ離れたケニアの西の果てにあ
るブンゴマという村に新しい教会
を建てました。この教会はろう者
の伝道者ポール・ワフラによって
率いられています。この新しい教
会が成長し、会員が増えて、より
多くのろう者が福音に接すること
ができるようになることがチーム
の願いであり、祈りです。今年、
ケニヤの各地でいくつかの新しい
教会を立ち上げる予定です。今あ
る教会はどの地域の教会も出席者
は安定しており、ナイロビにある
DMIの教会では数百人が対面礼拝
やオンライン礼拝に出席していま
す。SUN（普遍的象徴表記法）プ
ログラムの利用も拡大しており、
識字能力の低い人々も聖書にアク
セスし、そのメッセージを理解で
きるようになっています。

ジョセファット＆
クレア

ジョセファッ
ト・ムロンゴは、
デフ・アクショ
ン・ケニアのデ
ィレクターを長
年務めています。

マリー・クレア・ウイネザは、ル
ワンダで最も有能な牧師の一人で
す。二人は2023年の国際会議で出
会い、恋に落ち、12月に結婚しま
した。

クレアはケニアに移り、ジョセ
ファットと一緒に新しい教会を建
て、ろう者のために奉仕していま
す。グンナーと数人のアフリカ人
ディレクターが結婚式に出席しま
した。ジョセファットとクレアの
新しい人生に大きな祝福があるよ
う祈ってい
ます。

独 身 の
皆さん、メ
モのご準備
を。次回の
大会は来年
5月、フィ
リピンの美
しい都市、
セブで開催
です！

ブンゴマの新しい教会
New church in Bungoma

ジョセファット＆クレア
Josephat & Claire

(continued from back page)
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Uganda

Two outreaches held in Uganda saw 
dozens come to Christ. A Deaf Youth 
Camp held in Koboko in southern 
Uganda in early December led 8 young 
Deaf to faith. And an outreach in the 
town of Kangole in eastern Uganda saw 
30 new believers confess and give their 
lives to Christ. We rejoice with grateful 
hearts over these decisions. 

Life in Uganda remains hard, and 
very much so for the Deaf. Poverty is 
crippling and opportunities are scarce. 
We are working through the churches 
to bring education and employment 
opportunities to the Deaf. (We currently 
have dozens of business loans operating 
across the country.) Many needs remain. 
Perhaps the most pressing need is that of 
motorbikes for transport. These enable 
our people to get to school, work and 
ministry areas. Contact Andrew if you 
would like to help with these at andrew.
miller@deafmin.org

Myanmar

Violent warfare continues in the 
northern areas of Myanmar where our 
school is located. Conditions in and 
around Kalay are highly unstable. Many 
young boys—including the Deaf—are 
being rounded up and forced into the 
reserve army. The only way to avoid 
it was to pay 100 “lakhs” (around 
¥320,000). But a more recent directive
states that anyone hiding from “duty”
is punishable by five years jail time, and
the head of family receives one year
of jail time too. This recent directive
extends to all girls aged 18-35 as well.
Director Pa-Lian laments that northern
Myanmar is still a highly volatile place.

during that painful night. Please 
continue praying for me because the 
war is still going on. Please don’t get 
tired of praying. Thanks, thanks. Amen.

Breaking News
The entire city of Goma in western 

DR Congo has been taken over by the 
M23 rebel group. At latest reporting, 
our church members are okay but our 
church in Goma has been bombed and 
all schools (including our school in 
Minova) have been closed until further 
notice. Thousands have been killed 
and more wounded. Hunger and thirst 
is rife. As of February we have raised 
AUD10,891 (around 1 million yen) to 
help bring relief in this major humani-
tarian crisis. Thank you to all who have 
given!

Mission to South Sudan
DMI is looking to expand into 

South Sudan. This is a call we have 
been considering for some time, and 
on December 1st, Gunnar and DAU 
Director Tonny journeyed into Juba 
in southern South Sudan to work with 
contacts we have through Wycliffe 
Associates, DOOR, and our own Bible 
school graduates to investigate the most 
efficient and effective way to plant a 
church and reach the Deaf with the 
gospel.

Tonny and Gunnar made good use 
of the opportunity, holding a meeting 
of Deaf leaders in South Sudan with 
the goal of linking with an established 
hearing church, appointing a leader for 
the intended Deaf church, and raising 
leaders from among the Deaf youth. 
This bore immediate fruit when DMI 
supported two of the youth to attend 
a Deaf camp in Uganda the following 
week, an experience which was benefi-
cial for all involved.

The team of Deaf leaders have 
formed a committee (a forerunner to 
a functioning board) to work together 
and coordinate with DMI and DAU 
to establish a new church for the Deaf. 
Pray with us through this development.

Philippines staff visit Japan
DMI Japan will soon host three 

DMI staff from the Philippines: Pastor 
Arnel and teachers Antonette and Sarah 
Jane. They are all staff at Bicol Deaf 
Action (formerly called Fishermen of 
Christ Learning Center), DMI’s school 
in Ligao. Arnel is the pastor of the chap-
el there and also tends a pig farm, and 
Antonette and Sarah Jane are teachers 
at the school. Please pray for safe travels 
and plenty of opportunities to make 
meaningful connections, engage in deep 
fellowship, and strengthen partnerships 
with supporters throughout their visit.

Check out this post for more details, 
and feel free to attend one of their 
church visits (QR code on page 1): 
https://japan.deafmin.org/filipinos-to-japan

DR Congo

“I would have died” -A testimony 
from Katembo, DAC evangelist

I am totally shocked that the killing 
of the population has increased in 
Oicha. Some days after my arrival back 
in Oicha, my neighbours’ homes were 
attacked by rebels. It was a terrible 
night. So many people, one after 
another, were killed. My family and I, 
by the grace of God, were saved.

I want to thank so much DAC 
director Papy, Stanislas and Alain who 
came to visit me at home. They saw 
how bad the situation was for my 
family. We were exposed to mortal 
danger. In order to help me, they made 
the decision of moving me and my 
family away from the insecure quarter 
to the centre of the town where it is 
quite secure and peaceful. It was all 
done so quickly. Surely my family and 
I would have died at the hands of the 
ADF rebels who appeared suddenly 
and killed many of my neighbours.

If the DAC leaders didn’t come and 
move us, I don’t know whether we 
would still be alive.

Thanks Oh God. Thanks DAC for 
comforting me and my family. I cannot 
forget your presence and good actions (continued on page 3)
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DMI  Japan   Spring 2025    ~ English ~
Would you like to join our team?

DMI Japan has many opportunities

for you to volunteer. If you’d like to 

know more about the following, please

contact info@japan.deafmin.org.

 y PR and Social Media

 y Translation Team
 y Prayer Team
 y Regional Representative


